
NO.103 （4）日 高 市 議 会 だ よ り

討　

論

提
出
さ
れ
た

請

願

書

　

立
候
補
の
機
会
を
確
保
し
、
候

補
者
間
の
選
挙
運
動
の
機
会
の
均

等
を
図
る
た
め
、
公
職
選
挙
法
施

行
令
の
改
正
に
伴
い
、
選
挙
運
動

用
自
動
車
の
使
用
等
に
係
る
公
費

負
担
の
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
と

と
も
に
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
に

伴
い
、
市
議
会
の
議
員
の
選
挙
に

お
け
る
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成

に
係
る
公
費
負
担
に
つ
い
て
定
め

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
57
号
）

　

�

日
高
市
学
童
保
育
室
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

武
蔵
台
学
童
保
育
室
の
拡
張
を

機
に
全
て
の
学
童
保
育
室
の
定
員

を
見
直
し
、
国
の
定
め
る
面
積
基

準
に
従
っ
て
受
入
れ
可
能
な
人
数

の
上
限
を
、
条
例
で
定
め
る
学
童

保
育
室
の
定
員
と
し
て
定
め
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

（
議
案
第
58
号
）

　

�

日
高
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
金
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
に
お
け
る
負
担
の
公
平
性
を

図
る
た
め
、
医
療
費
助
成
に
つ
い

て
所
得
制
限
を
導
入
す
る
た
め
、

こ
れ
を
定
め
た
い
と
い
う
も
の
で

す
。

�

（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

議
案
第
58
号　

反
対
討
論

　

本
議
案
は
、
県
の
補
助
金
交
付

要
綱
に
お
い
て
重
度
心
身
障
が
い

医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
者
に
所

得
制
限
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
に
準
じ
た
見
直
し
を
行
う
も

の
で
あ
る
。
現
在
の
対
象
者
か
ら
、

人
数
で
30
人
か
ら
40
人
、
率
に
し

て
２
・
59
％
か
ら
３
・
45
％
の
方

が
対
象
外
に
な
る
と
全
員
協
議
会

で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
率
は
、
知
事
が
今
年
２
月

の
定
例
県
議
会
で
推
定
値
と
し
て

答
え
た
２
％
程
度
よ
り
も
高
く
、

日
高
市
に
お
い
て
は
よ
り
影
響
が

大
き
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
県
は
障
が
い
者
の
医
療

費
助
成
制
度
は
本
来
国
が
実
施
す

べ
き
も
の
と
説
明
し
て
い
る
が
、

国
が
実
施
し
な
い
場
合
、
県
そ
し

て
市
が
自
治
体
と
し
て
本
来
の
役

割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。

　

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助

成
の
対
象
外
と
な
る
方
の
負
担
増
、

対
象
者
の
将
来
的
な
不
安
を
そ
の

ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

反
対
す
る
。

　

議
案
第
58
号　

賛
成
討
論

　

障
が
い
の
あ
る
方
は
、
そ
れ
だ

け
で
生
活
上
困
難
が
あ
り
、
重
度

心
身
障
が
い
者
へ
の
医
療
費
の
助

成
は
そ
の
方
た
ち
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
に
寄
与
し
て
き
た
が
、
今

回
の
見
直
し
で
負
担
を
お
願
い
す

る
の
は
、
扶
養
者
が
い
な
い
場
合

で
所
得
360
万
４
千
円
以
上
、
収
入

額
で
518
万
円
以
上
の
方
。
本
人
の

所
得
の
み
を
対
象
と
し
て
お
り
、

家
族
の
所
得
は
対
象
に
し
て
い
な

い
。
本
人
の
所
得
の
み
を
対
象
と

し
て
い
る
の
は
こ
の
制
度
を
導
入

し
て
い
る
41
都
道
府
県
の
う
ち
埼

玉
県
を
含
む
６
県
の
み
で
あ
る
。

ま
た
今
回
の
見
直
し
は
、
障
が
い

を
原
因
と
す
る
医
療
費
に
対
し
て

で
は
な
く
、
風
邪
な
ど
の
一
般
的

な
治
療
費
に
対
し
て
で
あ
る
。
障

が
い
者
で
あ
っ
て
も
、
負
担
能
力

の
あ
る
方
に
は
相
応
の
負
担
を
と

い
う
改
正
の
趣
旨
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

（
議
案
第
59
号
）

　

市
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

市
道
用
地
の
一
部
民
地
と
の
交

換
に
伴
い
、
路
線
の
終
点
に
変
更

が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
終

点
変
更
後
の
路
線
を
認
定
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

平
成
29
年
度
の
決
算
が

�

認
定
さ
れ
ま
し
た

　

決
算
認
定
と
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
執
行
の
実
績
で
あ
る
決
算
に

つ
い
て
審
査
し
、
収
入
・
支
出
が

適
法
か
つ
正
当
に
行
わ
れ
た
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
も
の
で
、
９
月

議
会
会
期
中
に
、
決
算
特
別
委
員

会
の
設
置
か
ら
議
決
（
決
算
の
認

定
）
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

委

員

長　

吉
本　

新
司

副
委
員
長　

池
田　

和
子

委　
　

員　

佐
藤　
　

真

委　
　

員　

田
中
ま
ど
か

委　
　

員　

大
澤　

博
行

委　
　

員　

山
田　

一
繁

委　
　

員　

森
崎　

成
喜

委　
　

員　

齋
藤　

忠
芳

（
議
案
第
43
号
）

　

�

平
成
29
年
度
日
高
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て

　

歳
入
総
額
が
、
185
億
２
千
119
万

６
千
488
円
、
歳
出
総
額
が
、
177
億

３
千
408
万
２
千
939
円
で
、
歳
入
歳

出
差
引
額
は
、
７
億
８
千
711
万
３

千
549
円
で
あ
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

（
議
案
第
44
号
）

　

�

平
成
29
年
度
日
高
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
総
額
が
、
74
億
２
千
138
万

１
千
275
円
、
歳
出
総
額
が
、
72
億

７
千
485
万
３
千
274
円
で
、
歳
入
歳

（
議
案
第
60
号
）

　

市
道
の
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　

市
道
用
地
の
一
部
民
地
と
の
交

換
に
伴
い
、
認
定
路
線
１
路
線
の

廃
止
を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）
　

第
３
回
定
例
会
に
、
次
の
請
願

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

�

◆
老
朽
化
し
た
東
海
第
二
原
発

の
運
転
期
間
延
長
を
行
わ
な
い

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す

る
請
願

�

（
不
採
択
）


